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令和４年度地方教育行政功労者表彰 被表彰者一覧 
 

氏  名 主  な  役  職 功   績   内   容 

大代
おおしろ

 紀夫
の り お

 
あわら市教育委員会教育長 

（H27.6.5 ～ R3.6.4） 

平成２７年６月５日にあわら市教育委員会教育長に就任し、令和３年６月４日まで２期６年

間にわたり、あわら市の教育行政の発展に精魂を傾注してきた。 

人格は温厚で人望が厚く、教育公務員として常に全体の奉仕者であることを忘れず、教師と

しての経験で培った高い教育力と実践力をもとに卓越した指導力を発揮して、学校教育はもと

より、社会教育、文化・スポーツの振興に尽力した。 

任期中は、「あわら市適正規模・適正配置基本指針」に基づき複式学級が存在した小学校３

校を近隣小学校に統合することに尽力すると同時に、休校校舎やグラウンドの利活用法につい

ての検討を進め、将来を見通したまちづくり地域づくりの拠点施設にした。 

また、夏の高温による熱中症対策として市内小中学校のすべての普通教室に空調設備を設置

するとともに特別教室への空調設備の設置も進めた。さらに、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、

高速大容量の校内ＬＡＮの整備および一人一台タブレット端末の配備を行い、学習環境の改

善・向上に努めた。 

一方、学習面では、小学校における英語の教科化に合わせ英語教科指導員を、特別支援教育

において、特別支援教育指導員を教育委員会内に配置し、教員への支援を強化し学力の向上と

教員の負担軽減、職場改善に努めるなど教育振興に大きく貢献した。 
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神谷
かみたに

 敬一郎
けいいちろう

 

敦賀市教育委員会委員 

（H20.10.1 ～ R3.9.30） 

 

うち敦賀市教育委員会委員長 

（H26.10.1 ～ H27.6.12） 

平成２０年１０月１日に敦賀市教育委員に任命され、４期１３年の間、敦賀市の教育行政の

進展に大きく貢献するとともに、在任中は通算およそ９年にわたって委員長や教育長職務代理

者を歴任し、豊富な経験と卓越した指導力をもって教育行政に携わり、学校教育の充実、社会

教育の推進等、敦賀市の教育水準の向上と文化およびスポーツの振興に多大な貢献をした。ま

た、医療従事者としての豊かな経験と視点をもとに、学校運営や社会体育の実施について問題

提起や改善策の提案を積極的に行い、安全で健康的な教育環境の充実に尽力した。 

在任中には、本市の教育、学術および文化の振興に関する総合的な施策の指針となる教育大

綱の策定および、より具体的な施策を定めた敦賀市教育振興基本計画の策定に尽力した。 

学校教育においては、角鹿中学校区の統合に係る検討委員会からの答申およびこれまでの経

緯を踏まえ、老朽化する学校施設への対応や児童生徒のより良い学習環境の向上を実現するた

め、同校区内に公立では県内初となる施設一体型小中一貫校の整備に尽力した。また、令和元

年の校内ネットワーク整備をはじめ、令和２年の児童生徒一人一台端末の導入に尽力し多大な

貢献を果たした。 

社会教育においては、老朽化した中郷公民館および松原公民館の新築移転を実現し、地区住

民が気軽に集い、快適に学ぶことのできる施設整備を進め、生涯学習環境の充実を図ることに

尽力した。 

文化財保護においては、新たな指定候補の調査を積極的に進め、平成２９年には「旧大和田

銀行本店本館」が国の重要文化財に、また平成２８年には気比神宮境内地のほぼ全域が、福井

県で初めて「名勝おくのほそ道の風景地」に指定されるまで、関係機関との協働のもと、その

実現に尽力した。 

スポーツ振興に関しては、平成３０年に福井県にて開催された第７３回国民体育大会および

第１８回全国障害者スポーツ大会において、関係機関や競技団体等との協力・連携体制の構築

を図り、大会を成功裏に導くことに貢献するとともに、大会で得られた成果や知見等を本市の

取組みに活かすことに尽力した。 

 

 


